
○村上　信行
身障者の高速大村ＩＣバス停へのタクシー乗り入れと木場ＩＣ下り
線のバス停の利用、柴田地区の新幹線トンネル口付近の住民対策／
学校の教育環境の整備と教育支援体制の整備／横山頭町内会の法律
にいう「地縁による団体」の定義とその諸手続き、三浦地区の地縁
団体の法的根拠

○田中　守
里道（赤道）の取り扱い／学校施設や公共施設の非構造部材の耐震
化／通学路整備のシステム化／防災・減災対策の調査

○城　幸太郎
低学年からの外国語活動、ＡＬＴの増員、冬休みのイングリッ
シュ・デー、週休２日制の見直し／フラワーガーデンコンテストの
継続、大村公園の桜のライトアップ／大村市農業基本計画の策定状
況、農業経営室

○北村　貴寿
大村公園のバリアフリー化、公共施設のトイレ整備／地域教育、子
ども会活動、ラジオ体操の奨励／三浦地区の産廃施設再稼働、地域
生活環境の衛生保全／中小企業振興基本条例の制定

○田中　秀和
指定管理者制度の現状、条件付き非公募更新、指定期間の非年度
性、利用料金制度／就労可能な生活保護受給者への中間的就業就労
支援、貧困の連鎖防止のための支援、ケースワーカーの業務負担／
下水の三次処理／国道４４４号線産直かやぜ前交差点の対策

○山口　弘宣
いじめ、ゆとり教育、２学期制に対する新教育長の見解、登下校時
の安全対策／下水道汚泥のエネルギー資源活用事業の内容と費用対
効果／大村市農業基本計画に沿った平坦地農業と中山間地農業、農
林水産部のおおむら秋まつりへの関わり方／鳥獣被害対策における
猟友会の現状と今後、猟犬に対する助成／山間部の市道に覆いかぶ
さる樹木の伐採対策

○朝長　英美
町内における集会場、各種団体補助金／学校校舎の老朽化、学校グ
ラウンド及び校舎内の赤線、３学期制及び２学期制、教職員の職場
体験学習、教職員の心の病／桜が原中学校、市民交流プラザ、競艇
企業局の工事

○水上　享
長崎大学の誘致／空き家対策条例の制定／新幹線車両基地建設予定
地周辺の環境対策／新教育長の所信／上水道の有収率向上対策

○三浦　正司
「がんばらんば国体」「がんばらんば大会」の準備状況／松原小学
校の児童数の現況と今後の見通し及び減少対策／九州新幹線西九州
ルートの内容変更による竹松・福重地区の保守基地から車両基地へ
の機能・規模等の変更に伴う現時点での問題点と今後の対応／大村
市の本年度修正の地域防災計画、自主防災組織の訓練プログラム
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○園田　裕史
地元特産品の販路拡大における本市出身経営者の活用の進捗状況と
経営者リストの活用策／中小企業振興基本条例制定の現状と施策展
開／大村市の自殺総合対策の状況と２４時間緊急ダイヤル設置をは
じめとした他機関を巻き込んだ動き／大村公園の現在の問題点と方
向性を明確に打ち出した再整備／新体制の教育委員会における教育
行政の現状認識と今後の展開

○永尾　髙宣
サンカルロス市、上海市閔行区、シントラ市との交流、長崎大学新
学部の誘致／浜屋百貨店大村店閉店後の市の対応／保護観察対象者
協力雇用主制度／市職員の研修／外浦小路地区への消波ブロックの
設置／競艇の経営状況と今後の課題

○中瀬　昭隆
地縁団体の解散・清算／災害対策と防災計画、都市計画の見直し／
男女共同参画推進の取り組み／第21航空廠慰霊祭と平和祈念館／下
水の三次処理による効率的な水資源の活用と大村湾の浄化／入札の
あり方／介護度改善者、在宅介護者への見守りと支援、身体介護／
ＮＰＯ法人の資格基準と認可のあり方／バス路線の見直し／生活保
護受給者への家賃補助

○大崎　敏明
権限移譲の取り組み、指定管理者の指定に関する条例、要綱、規
則、規程の見直し／森園公園の再整備計画、街区公園、商店街街路
灯のＬＥＤ化

○神近　寛
日常生活用具給付制度の現状に即した運用／県立ろう学校の位置づ
けと敷地の活用における熟慮の必要性／福祉医療費の現物給付／子
ども・子育て関連三法の施行に向けた早急な取り組み／学校司書配
置による効果と今後の展開、「ひかり教室」の拡充／年金確保支援
法の積極的な活用と預託による貸付制度／長崎開港４５０周年記念
事業に向けた他自治体との連携、「長崎の教会群」世界遺産登録と
大村市のキリスト教関連遺産／本町アパート・市民交流プラザ建設
工事の入札、大村浜屋閉店後の施設活用／ソーラー発電施設の誘致
における優遇策

○山北　正久
市による第21海軍航空廠殉職者慰霊祭開催と関係資料の保管、展示
／人事の適正配置とプロパー職員の養成、正職員、嘱託職員、パー
ト職員の区別／リース方式による公共施設のＬＥＤ化／自然エネル
ギーを活用した発電設備の設置状況と市有地に設置した場合の効果
額／国の認知症対策５カ年計画に沿った本市の数値目標、認知症患
者からの身体障害者手帳交付申請への対応と実績、社会福祉施設に
おける労働災害の発生状況／地域型保育給付制度の対象となる小規
模保育、家庭的保育、事業所内保育の状況、非正規雇用の保育士の
割合／木材利用エコポイント制度の促進策／新教育長の決意と抱
負、高卒認定試験における市教委の対応、薬害教材の活用状況／
ボート場新築計画と場外発売場の進捗状況

○村崎　浩史
長崎大学新学部設立の経緯と今後の具体的な計画内容と財源／地元
中小企業の振興と再生、花を基軸とした観光コンテンツのフルライ
ンアップ構想
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サ
ン
カ
ル
ロ
ス
市
と
の

　
　
　
　
　
　
交
流
に
つ
い
て

永
尾
　
髙
宣 

議
員

　
　
　
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
た
飛

　
　
　
躍
の
年
に
英
語
圏
の
都
市
、
サ

ン
カ
ル
ロ
ス
市
と
姉
妹
都
市
提
携
が
調

印
さ
れ
た
。
本
年
度
の
学
生
の
派
遣
は

２
人
だ
っ
た
が
、
来
年
度
は
何
人
派
遣

す
る
予
定
か
。
ま
た
、
本
年
度
の
学
生

へ
の
補
助
は
３
分
の
２
と
聞
い
て
い
る

が
、
少
し
で
も
多
く
の
学
生
に
派
遣
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
に
は
も
っ
と
補
助

金
を
増
や
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
来
年
度
は
５
、
６
名
を
派
遣
し

　
　
　
た
い
と
考
え
て
い
る
。
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
一
定
の
負
担
は
お
願
い
す
る
が
、
補

助
率
は
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
推
進
の

　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
21
海
軍
航
空
廠
殉
職
者

　
　
慰
霊
祭
と
遺
産
に
つ
い
て

地
縁
団
体
の
解
散
、

　
　
　
　
　
　
清
算
に
つ
い
て

長
崎
大
学
の
誘
致
は

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

中
瀬
　
昭
隆 

議
員

　
　
　
女
性
力
を
活
用
す
る
た
め
に
ど

　
　
　
ん
な
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
。
市
に
お
け
る
女
性
登
用
推

進
に
つ
い
て
。
市
職
員
に
対
し
て
男
女

共
同
参
画
推
進
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
学
習
の
場
の
設
定
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
市
職
員
男
性
の
育
児
休

暇
の
活
用
状
況
は
。
女
性
力
を
活
か
し

た
農
村
地
域
及
び
農
業
経
営
の
活
性
化

の
現
状
に
つ
い
て
。

　
　
　
市
審
議
会
等
の
女
性
登
用
率
を

　
　
　
３
分
の
１
に
す
る
こ
と
、
各
課

の
男
女
共
同
参
画
推
進
員
へ
の
研
修
、

女
性
農
業
委
員
の
登
用
や
男
女
共
同
参

画
等
を
目
的
と
し
た
家
族
経
営
協
定
締

結
農
家
の
拡
大
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
、
人
材
発
掘
育
成
事
業
と
人

材
登
録
バ
ン
ク
の
創
設
を
計
画
し
て
い

る
。
地
域
活
動
な
ど
で
も
広
く
女
性
が

活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。

山
北
　
正
久 

議
員

　
　
　
市
長
は
第
21
海
軍
航
空
廠
の
歴

　
　
　
史
に
つ
い
て
は
よ
く
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
う
。
殉
職
者
慰
霊
祭
は
今
年

で
51
回
を
数
え
る
が
、
主
催
者
で
あ
る

奉
賛
会
の
方
々
は
ご
高
齢
に
な
ら
れ
て

お
り
、
慰
霊
祭
の
行
く
末
を
案
じ
て
お

ら
れ
る
。
市
が
主
催
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
関
係
す
る
資
料
等
の
展
示
と
保

管
は
市
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
。
歴
史

的
遺
産
と
し
て
後
世
に
永
く
残
す
べ
き

だ
。

　
　
　
市
は
現
在
、
慰
霊
祭
の
開
催
に

　
　
　
際
し
、
側
面
的
な
支
援
を
し
て

い
る
。
市
主
催
に
よ
る
慰
霊
祭
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
内
部
で
協

議
し
て
き
た
が
結
論
を
出
せ
ず
に
い

た
。
本
年
度
中
に
奉
賛
会
と
協
議
し
、

平
成
25
年
度
中
に
結
論
を
出
し
た
い
。

関
係
資
料
等
の
保
存
、
展
示
に
つ
い
て

は
、
そ
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
上
で

貴
重
で
あ
る
。
早
急
に
検
討
を
進
め
、

結
論
を
出
し
た
い
。

中
瀬
　
昭
隆 

議
員

　
　
　
市
道
草
刈
り
に
お
け
る
市
と
東

　
　
　
大
村
振
興
会
と
の
契
約
に
つ
い

て
、
振
興
会
を
構
成
す
る
町
内
会
が
解

散
し
た
場
合
、
そ
の
町
内
会
は
契
約
の

対
象
に
な
る
か
。
同
じ
構
成
員
で
地
縁

団
体
と
そ
う
で
な
い
二
つ
の
町
内
会
が

存
在
す
る
の
は
不
可
思
議
。
町
内
会
解

散
後
の
財
産
の
帰
属
先
は
市
。
し
か
し
、

そ
れ
を
証
す
る
も
の
は
な
く
、
総
会
も

未
開
催
。
問
題
の
土
地
は
法
に
従
い
市

に
帰
属
済
み
か
。

　
　
　
市
は
東
大
村
振
興
会
と
草
刈
り

　
　
　
の
契
約
を
し
て
お
り
、
振
興
会

内
部
の
事
情
は
把
握
し
て
い
な
い
。
同

一
構
成
員
の
二
つ
の
町
内
会
が
あ
る
と

は
認
識
し
て
い
な
い
。
当
該
土
地
は
町

内
会
の
財
産
で
は
な
い
の
で
、
解
散
に

伴
い
市
に
帰
属
す
る
こ
と
は
な
い
。

村
崎
　
浩
史 

議
員

　
　
　
長
崎
大
学
の
新
学
部
誘
致
は
市

　
　
　
政
発
展
の
大
き
な
カ
ギ
と
な

る
。
財
政
運
営
に
影
響
を
与
え
な
い
範

囲
内
で
、
土
地
の
無
償
貸
与
、
補
助
金

な
ど
の
切
り
札
を
用
意
す
る
べ
き
だ
。

ど
れ
く
ら
い
の
規
模
を
お
考
え
か
。
さ

ら
に
、
産
・
学
・
官
が
連
携
し
た
実
学

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大
学
側
に
提

供
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
市
長
は
ソ
フ

ト
支
援
に
つ
い
て
、
い
か
が
お
考
え
か
。

　
　
　
土
地
は
無
償
貸
与
、
補
助
金
は

　
　
　
市
の
財
政
力
に
見
合
っ
た
額
を

考
え
て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は

欠
落
し
て
い
た
。
大
村
市
に
は
市
街
地

再
開
発
、
英
語
圏
の
姉
妹
都
市
サ
ン
カ

ル
ロ
ス
市
等
、
大
学
が
実
学
に
活
用
で

き
る
素
材
が
あ
る
。
大
村
市
へ
の
立
地

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
提
案
を
し
、
誘

致
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
。


